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NY マーケットレポート（2019 年 6 月 20 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された 6 月のフィラデルフィア連銀景況指数が 2 月以来の低水準となったことや、

5 月景気先行指標総合指数が市場予想を下回る結果となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して軟調な

動きとなった。さらに、イランによる米無人偵察機撃墜に関して、トランプ米大統領が「非常に大きな間違

いを犯した」と発言したことを受けて、リスク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなっ

た。ドル/円は、一時 107.21 まで下落し、1/3 以来の安値を付けた。その後、無人偵察機撃墜は個人的なミ

スだった可能性と指摘されたことで警戒感が和らぎ、さらに米主要株価指数が堅調な動きとなったことが下

支え要因となった。 

 

主要な米経済指標結果 

新規失業保険申請件数 21.6 万件（予想 22.0 万件・前回 22.2 万件） 

失業保険継続受給者数 166.2 万人（予想 168.0 万人・前回 169.5 万人⇒169.9 万人） 

米失業保険申請件数は、前週比-0.6 万件となり、4 週ぶりに市場予想を下回った。申請件数の 4 週移動平均

は、前週比+0.1 万件の 21 万 8750 件。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-3.7 万人と

なった。受給者数の 4 週移動平均は、前週比-5250 人の 167.9 万人だった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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6 月フィラデルフィア連銀景況指数 0.3（予想 10.4・前回 16.6） 

6 月の米フィラデルフィア連銀製造業況指数は、市場予想を下回り 2 月以来の低水準となった。米国の貿易

摩擦が企業に影響を受けていることが示唆される結果となった。統計データを見ると、仕入価格が 12.9（前

月 23.1）、販売価格が 0.6（17.5）、新規受注が 8.3（11.0）、雇用者数が 15.4（18.2）と軒並み前月から低下

した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

5 月景気先行指標総合指数（前月比） 0.0％（予想 0.1％・前回 0.2％⇒0.1％） 

5 月米景気先行指数は、市場予想を下回り、前月比で変わらずとなった。また、前年比では 2.2％と 2年 5ヵ

月ぶりの低水準にとどまった。失業保険申請、ISM 新規受注、S&P 株価指数が前月からマイナスとなったこと

が影響した。  
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データを基に SBILM が作成 
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米主要株価指数は 4営業日続伸、S&P500 は過去最高を更新 

米株式市場は、FRB が早ければ 7 月に利下げに踏み切るとの観測が広がったことを背景に、主要株価指数は

堅調な動きとなった。また、G20 大阪サミットに合わせて米中首脳会談が開催される予定であり、米中貿易

摩擦に対する懸念が後退したことも下支え要因となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが続き、終

盤には 294 ドル高まで上昇し、昨年 10 月上旬につけた最高値（26828.39）に迫った。その後は上げ幅を縮小

し、249 ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、64 ポイント高で終了した。また、S&P500

は、27 ポイント高で終了し、過去最高を更新した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドル/円は一時 1/3以来の安値 

序盤に発表された 6 月のフィラデルフィア連銀景況指数が 2 月以来の低水準となったことや、5 月景気先行

指標総合指数が市場予想を下回る結果となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなった。

さらに、2.0129％と 2％台を回復していた米 10 年債利回りが 1.9735％まで再び低下したこともドルの圧迫要

因となった。また、イランによる米無人偵察機撃墜に関して、トランプ米大統領が非常に大きな間違いを犯

したとし、米国がイランを攻撃するかどうかとの記者の質問に対して、攻撃するかどうかはすぐにわかると

発言したことを受けて、軍事衝突への警戒感から、リスク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な

動きとなった。ドル/円は、一時 107.21 まで下落し、1/3 以来の安値を付けた。その後、トランプ米大統領

が米国の無人偵察機撃墜に関して個人的なミスだった可能性と指摘したことで警戒感が和らぎ、値を戻した。

さらに、米ダウ平均株価が最高値に迫る動きとなったことや、SP500 が最高値を更新するなど、堅調な株価

動向も下支え要因となった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 
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昨日 20 日のルーブルは 63.0325 ルーブル、対円で 1.7057 円と対ドル、対円で上昇した。米国のドローンを

イランが撃墜したとの報道を受けて原油供給に支障をきたす地政学的リスクが懸念され原油価格が上昇、さ

らに欧米の金融緩和観測が高金利通貨としてのルーブル建資産への海外投資家の投資マネー流入期待につな

がったことも上昇要因とにつながった。 

 

ドル建のロシア RTS 株価指数は 30.07Pts 高の 1391.21Pts と続伸する中、ザラ場ベースでの史上最高値を更

新したほか、終値では 2013 年 12 月以来の高値で取引を終了。また、MOEX 指数も 2780.20Pts(21.08Pts 高）

と反発し史上最高値を更新した。欧米の緩和観測が株式市場を押し上げたほか、原油価格の上昇も支援材料

となった。 

 

◇ブラジルレアル 

昨日 20 日のブラジル市場は休場 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


